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令和３年度全国学力・学習状況調査に向けた取組の充実
～令和２年度鹿児島学習定着度調査（学力検査）結果に見られる課題克服について～

「体力アップ！チャレンジかごしま」 ～仲間と楽しく運動しよう～

令和３年１月に県内の小学校５年生，中学校１・２年生を対象に
｢鹿児島学習定着度調査｣が行われました。
左の表は，当教育事務所管内の小・中学校の結果を各教科ごとに

｢基礎・基本｣，｢思考・判断｣と｢全体｣の３つに分けて平均通過率を
示したものです。全体的には中学校にやや課題が見られる結果とな
りました。
また，問題別通過率等で分析してみると，小・中学校それぞれど

の教科にも指導に改善を要する部分が見えてきます。
私たち教師は，常に自分の授業を見つめ，改善することが必要で

す。そのためには，やはり今回の調査問題等の分析をしっかりと行
うことが大切だと考えます。そして，その分析から児童生徒の実態
をしっかりと捉え，教師としてできる改善策を考え，精一杯行って
いきたいものです。
来年度５月27日には全国学力・学習状況調査が行われます。児童

生徒が持てる力を十分に発揮できるよう，指導を進めてください。

本県では，運動習慣の育成や体力向上を図るために，「体力アップ！チャレンジかごしま」を推進しています。
仲間と楽しく集団で協力し合いながら運動に取り組むことで，人間関係や社会性も育まれます。
今年度は，新型コロナウィルス感染症拡大防止のために実施種目も限定されましたが，これからも３密，ソー

シャルディスタンス等を意識ながら，積極的にチャレンジしましょう。
【学校賞】 三島村立三島片泊学園（後期課程）
【年間ランキング１～３位に輝いた学年・学級】
１位：冠岳小学校４年（のばしてコロコロ），悪石島中学校１・２，３年（のばしてコロコロ）

２位：冠岳小学校１年（のばしてコロコロ），和田小学校５年（レッツ短縄跳び），伊集院中学校３年（長縄エイトマン）

３位：悪石島小学校１年（のばしてコロコロ），冠岳小学校１年，２年（レッツ短縄跳び），旭小学校１年（一輪車でＧＯ）

～本地区内のランキングも鹿児島教育事務所ホームページに掲載中です！～

令和２年度 鹿児島地区小・中・義務教育学校表彰校等の紹介【全国・九州地区表彰】

表 彰 名 学 校 名 等

全
国

2020年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰 いちき串木野市立旭小学校ＰＴＡ

令和２年度優れた「早寝早起き朝ごはん」運動の推進にかかる文部科学大臣表彰 いちき串木野市立荒川小学校ＰＴＡ

第70回全国小・中学校・PTA新聞コンクール」(児童生徒会新聞)
【優秀賞・全国新聞教育研究協議会賞】

十島村立宝島小・中学校

【学校等】

表 彰 名 学 校 名 学 年

全
国

日本小学生バドミントンフェスティバルｉｎくまがや
【５年生以下女子の部 準優勝】 いちき串木野市立市来小学校 ５年

ＪＯＣジュニアオリンピックカップ全国中学生陸上大会
【女子走り高跳１０位】

日置市立伊集院中学校 ３年

九
州

日本小学生バドミントンフェスティバルｉｎくまがや九州ブ
ロック予選 【５年生以下女子の部優勝】 いちき串木野市立市来小学校 ５年

日本小学生バドミントンフェスティバルｉｎくまがや九州ブ
ロック予選 【５年生以下女子の部準優勝】

いちき串木野市立市来小学校 ５年

【個 人】

※ 学校からの情報に基づき掲載しています。(敬称省略)



本年度はコロナ禍の影響で本地区の委嘱公開が県内唯一の開催となりましたが，感染症予防対策をとり，200人
の参加の中，１月30日(土)，東市来文化交流センターで行いました。オープニングの美山小の美山少年隊と和田小
のひまわり竹太鼓の後，開会のあいさつを県ＰＴＡ連合会の太田会長が祝辞
を日置市の小園副市長が述べられました。
活動研究発表では「心豊かでたくましい子どもの育成～家庭･学校･地域の

連携を図りながら～」のテーマに基づき，伊作小ＰＴＡ，和田小ＰＴＡ，美
山小ＰＴＡの３ＰＴＡがそれぞれＰＴＡや地域，地区公民館との連携・融合
を図り，地域力を生かした特色ある活動についての実践を発表しました。
講演は佐賀県の臨床心理士の吉村春生氏が「心がかぜをひくとき～『安心

感』と自立」と題して，人の心の働きや心の育ち，子ども理解についてテン
ポよくユーモアを交えて語られました。「フリーズ」した心には誰かの関わ
りが必要であること，心のクリーンアップには，泣くことや遊ぶこと，そし
て甘えることも大切であること等，わかりやすく，また，語り口が楽しく，
心に響く講演でした。
保護者としての在り方を学びあう有意義な研修会になりました。

涼

風

第34回県地区対抗女子駅伝競走大会第68回県下一周市郡対抗駅伝競走大会

県ＰＴＡ活動研究委嘱公開

【事例発表の様子】

２月13日（土）から17日（水）

の５日間にわたって，「第68回県下

一周市郡対抗駅伝競走大会」が開催

されました。

日置チームは，１日目，３日目の

日間優勝，11の区間賞を獲得し，49

年ぶりの総合優勝を果たしました。

選手は年間を通して積み上げた練

習の成果を発揮し，日置の熱い想い

をのせて積極的なレースを展開しま

した。

１月31日（日），早春の霧島路を

駆け抜ける「第34回鹿児島県地区対

女 抗女子駅伝競争大会」が開催されま

した。

今年も計画的に練習を積み重ねた

結果，全体的なレベルアップが図ら

れ，総合２位，Ｂクラス優勝を果た

しました。

選手，スタッフ等，チーム一丸と

なり，粘り強く襷をつなぐ姿に，た

くさんの感動をもらいました。

後
ろ
を
見
て
前
を
見
る

鹿
児
島
教
育
事
務
所

総
務
係
長

富

卓
哉

毎
週
末
、
欠
か
さ
ず
見
て
い
る
ド
ラ
マ
が
あ
る
。
高
校

の
倫
理
の
授
業
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ
マ
で
、
様
々
な
悩
み

を
持
つ
高
校
生
達
に
対
し
、
偉
人
達
の
言
葉
を
用
い
て
気

付
き
を
与
え
諭
し
て
い
く
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の

ド
ラ
マ
を
見
る
た
び
に
、
自
分
は
ど
う
生
き
れ
ば
良
い
の

か
を
考
え
て
い
た
大
学
生
の
頃
を
思
い
出
す
。

大
学
生
の
頃
の
私
は
、
良
く
言
え
ば
慎
重
、
悪
く
言
え

ば
臆
病
で
あ
り
、
何
事
を
す
る
に
も
躊
躇
し
、
初
め
の
一

歩
が
な
か
な
か
出
せ
な
い
性
格
だ
っ
た
。
こ
れ
で
は
良
く

な
い
と
思
っ
て
い
て
も
、
今
、
自
分
が
と
る
べ
き
行
動
は

本
当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
常
に
疑
問
を
持
ち
、
考
え
る

だ
け
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
た
あ
る
日
、
私
は
同
郷

の
大
学
教
授
の
元
を
訪
れ
、
自
分
の
性
格
に
つ
い
て
悩
ん

で
い
る
こ
と
を
打
ち
明
け
る
と
、
「
き
っ
と
君
は
深
く
考

え
る
の
が
好
き
な
ん
だ
ろ
う
ね
。
み
ん
な
が
前
だ
け
を
見

て
前
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
時
に
、
君
は
他
に
も
進
む
道

が
あ
る
の
で
は
と
後
ろ
や
左
右
を
見
た
上
で
前
へ
進
む
。

だ
か
ら
周
り
の
人
よ
り
も
行
動
に
移
す
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
。
周
り
を
確
認
し
て
動
く
こ
と
は
決
し
て
悪
い
こ
と

で
は
な
い
よ
。
」
と
教
授
は
私
へ
言
っ
た
。

私
は
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
に
、
今
ま
で
ど
う
し
て

も
嫌
で
変
わ
り
た
く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
自
分
の
性
格

を
受
け
入
れ
、
こ
の
ま
ま
で
も
良
い
の
だ
と
思
う
こ
と
が

で
き
た
。

現
在
の
私
も
や
は
り
慎
重
で
臆
病
な
性
格
で
あ
り
仕
事

へ
の
取
り
か
か
り
が
周
り
の
人
よ
り
遅
い
こ
と
も
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
私
な
り
に
心

掛
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
行
動
し
た
ら
正
し

い
判
断
を
早
く
」
で
あ
る
。
行
動
は
一
つ
ひ
と
つ
判
断
の

連
続
で
あ
り
、
一
つ
の
判
断
が
変
わ
る
こ
と
で
次
の
行
動

が
変
わ
り
、
結
果
ま
で
変
わ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で

そ
れ
だ
け
正
し
い
判
断
は
、
重
要
で
あ
る
。
で
は
、
正
し

い
判
断
を
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
は
何
か
。
そ
れ
は

多
く
の
こ
と
を
経
験
し
、
自
分
の
経
験
値
を
上
げ
る
こ
と

だ
と
考
え
る
。
高
い
経
験
値
は
、
や
が
て
自
分
な
り
の
判

断
の
根
拠
と
な
り
、
自
分
の
と
っ
て
の
大
き
な
武
器
に
な

る
。
そ
の
た
め
に
も
自
分
が
苦
手
だ
と
思
う
こ
と
も
含
め

新
し
い
こ
と
に
は
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
私
な
り
の

や
り
方
で
よ
り
良
い
も
の
へ
変
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
で

取
り
組
み
、
や
り
切
る
こ
と
で
，
経
験
値
を
高
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

新
年
度
が
す
ぐ
目
の
前
ま
で
来
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う

な
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
待
っ
て
い
る
の
か
、
後
ろ
も
見

な
が
ら
前
向
き
に
来
年
度
を
迎
え
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

鹿児島地区教育論文・教育実践記録集「波動」

今年度も地区内の小・中・義務教育学校の先生方から、昨年度よりも約45点多い283点と多数の教育論文・教
育実践記録が寄せられました。学校経営、学年・学級経営，教科・領域等、児童生徒の実態に基づき、課題を明
確にしながら、計画的・継続的に日々の実践に取り組んでいる内容が多くみられました。

なかでも，「波動」に掲載した11点の実践事例は，今後の教育実践に多くの示唆を与えてくれるものばかりで
す。併せて，本年度の県・地区研究協力校による研究実践資料も６点掲載しています。掲載された内容や方法を
積極的に活用し、各学校における指導体制の充実や指導方法の改善に努めていただきたいと思います。


